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昭
和
二
十
二
年
秋
こ
ろ
、
直
方
市
新
町

四
丁
目
の
佐
久
間
ハ
ギ
ノ
さ
ん
票
）
を

訪
ね
た
万
は
、
至
急
役
場
民
生
課
に
お

申
し
田
下
さ
い
。

故
佐
久
間
光
さ
ん
は
、
清
洲
国
門
島
省

×

×

×

×

×

×

×

×××××××××××××××××××××××

故佐久間光さんと同部隊の方

×
　
　
　
　
　
　
×
　
明
が
い
る

×
×
×
×
×
×
×
×
　
た
め
、
ハ

ギ
ノ
さ
ん
宅
を
当
時
訪
ね
た
方
を
探
が

し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ハ
ギ
ノ
さ
ん
宅
を
訪
問
さ
れ
た

方
は
頃
末
の
炭
磯
に
い
る
と
い
う
こ
と

の
み
で
、
住
所
、
氏
名
が
わ
か
ら
ず
ハ

ギ
ノ
さ
ん
も
因
り
は
て
て
町
役
場
に
こ

ら
れ
た
も
の
で
す
。 いませんか？

××××××××××××××××××××××
　
に
、
二
人

曙
春
要
事

郵
便
所
気

付
の
満
徳

第
七
〇
〇

九
部
隊
湯

堂
部
隊
に

所
属
さ
れ

終
戦
時
行

方
不
明
に

な
ら
れ
た

方
で
す
が

国
が
戦
死

の
認
定
を

す
る
と
き

は
…
以
上
の
証

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

吉田旭町一束吉隈の道路工事
°　　°

期間中のかえ道図

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

緊
就
事
業
で
三
つ
の
工
事

☆
　
炭
魂
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
と
し
て
、
三
十
六
年
度
に
は
吉
田
旭
町
か
ら
東
　
☆

☆
　
吉
隈
の
道
搭
改
艮
工
事
を
は
じ
め
、
県
住
敷
地
造
成
工
事
、
西
山
田
川
改
艮
工
事

☆
　
の
三
工
事
を
施
工
し
ま
す
が
、
こ
の
工
事
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
、
工
事
　
☆

☆
　
期
間
中
は
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
田
事
理
二
号
線
路
床
改
良

工
事
（
吉
田
旭
町
～
東
吉
隈
）

工事内容のあらまし

工事延長　422椚

価　　活　647椚

路床工事　ｊ，タ79が

請負業者　日産建設Ｋ．Ｋ

交
通
が

は
げ
し

く
、
大

型
自
動

聾
の
通

行
で
、
真
吾
隈

の
悪
路

に
苦
渋

し
て
い

説
明
等
を
し
、
こ
協
力
を
お
購
い
し
た
上

で
四
月
一
日
か
ら
す
で
に
着
工
し
て
い
ま

す
。
完
工
は
十
月
末
ま
で
の
長
期
間
で
す
が
、

こ
れ
は
商
店
街
と
い
う
土
地
柄
を
老
威
し

て
、
盆
の
売
り
だ
し
な
ど
．
商
店
営
業
の

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
一
時
工
事
を

中
断
す
る
な
ど
の
た
め
で
、
町
で
は
と
く

に
こ
の
点
に
充
分
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。

工
事
内
容
は
前
掲
の
と
お
り
で
、
炭
礁
離

職
者
些
事
三
百
人
以
上
が
吸
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
工
事
期
間
中
の
か
え
道
は
別

図
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
不
便

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
こ
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
際
出
入
り
し
た
家
庭
を
整
理

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

競
い
血
の
一
滴

（
5
月
中
）

ｒ
も
し
も
し

ど
う
せ
流
す

な
ら
ぜ
ひ
こ
ち
ら
へ

．

：

：

：

．

」

／

／＼

た
地
元
か
ら
、
強
い
要
望
が
あ
っ
て
、
道

路
改
良
工
事
費
牽
二
±
ハ
年
度
当
初
予
算

に
計
上
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
号
の
町

長
予
算
説
明
の
中
で
ふ
れ
ま
し
た
が
、
三

月
二
十
四
日
に
は
地
元
、
日
炭
、
警
察
の

各
間
者
に
集
っ
て
い
た
だ
い
て
、
工
法
の

県
営
住
宅
敷
地
の

造
成
工
事

こ
の
工
事
も
四
月
一
日
か
ら
の
予
定
で
し

た
が
、
県
と
の
接
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
に
い

ま
す
の
で
、
決
定
し
た
上
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

西
山
田
川
の

改
　
良
　
工
　
事

堀
川
の
放
水
路
が
で
き
て
、
そ
れ
に
そ
っ

て
流
れ
る
西
山
田
川
の
、
伊
佐
座
上
か
ら

立
屋
敷
の
四
力
村
ま
で
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
改
修
し
て
、
耕
作
に
使
利
な
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

工
事
は
十
一
月
末
に
着
工
し
、
来
年
の
三

月
末
ま
で
で
完
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ま
た
、
こ
の
川
に
そ
う
て
い
る
机
二
一
様

も
あ
わ
せ
て
改
良
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
愛
の
鐘
」
の

時
間
が
変
わ
り

ま
し
た
…
‥

午
前
六
時
・
午
前
十
一

午
後
九
時

基
幹
都
市
建
設

法
案
の
解
説
は

止
め
ま
す
＝
ニ
・

「
愛
の
鐘
」
の
鳴

る
時
間
が
四
月
一

日
か
ら
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し
た

蒔
・
午
後
六
時
・

こ
の
法
案
の
解
説

を
一
七
一
号
で
と

り
あ
げ
、
そ
の
後

県に委託して立案

本町の都市計画

各
種
地
形
図
が
完

備
し
、
公
有
水
路

な
ど
の
整
理
も
ほ

ぼ
ま
と
ま
り
、
町

と
し
て
の
都
市
計

画
に
対
す
る
準
備

が
で
き
た
の
で
本

町
都
市
計
国
の
基

解
説
を
続
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
法
案
が
国

会
に
提
案
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
止

め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

な
お
、
次
号
あ
た
り
で
は
北
九
五
市
合
併

に
関
連
し
た
本
町
の
動
き
を
と
り
あ
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。

礎
調
査
と
立
案
を
福
岡
県
の
都
市
計
画
謀

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

立
案
の
主
な
も
の
は
、
命
運
許
網
計
画
、

ｅ
住
宅
池
坊
の
設
定
、
㊥
工
業
地
帯
泄
嬢

の
設
定
、
⑳
公
韓
計
画
、
な
ど
は
勿
論
の

こ
と
、
本
町
特
有
の
礪
筈
復
旧
に
よ
る
排

水
計
画
を
孝
見
て
の
低
水
位
地
帯
の
洪
水

に
よ
る
被
害
の
完
全
処
置
を
と
く
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

ま
た
、
新
駅
の
設
置
、
上
水
道
事
業
の
計

画
も
す
す
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
マ

ッ
チ
し
た
計
画
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

町営住宅入居希望者

の募集をします

町営住宅の完工も近くなりましたので入居希望者の募集を、次の要領で

：することになりました。

なお、建設の場所と戸数は、猪熊団地に第2種2（）戸です。

！申込みの期間は

昭和36年4月Ｊ5日から昭和36年5月Ｊ Ｒまでです。（期間中勤務時間以

外は受付けしません）

申込みの方法は

きまった申込みの用紙が「民生謀」にありますから、それに必要なこと

を記入してから申込み下さい。

申込みのときには　源泉徴収票（勤務先で貰う）納税証明書（税務課で

貰う）と米穀通帳を忘れれず持ってきて下さい。

ｉ　資格と制限は
ｌ

入居希望者は、次のどれにも該当していなければ、資格がありません。

㊥当町内に居住しているか、または勤務場所があること。

㊥現在、住宅に因っていることが明らかなこと。

㊥現在、同居している親族があるか、今から同居しようとする親族があ
1　　ること。

雪・　この場合の親族には、事実上婚姻の関係がある人、またはそれと同様

な事情がある人や、その他婚姻の予約者をも含みます。
ｌ

！家賃はどの位か

入居した場合の家賃は、暫定的に　夢2種住宅は1，2β0円

を徴集します。しかし入居第1カ月の家賃は、日割計算することにして
います。

；いつ頃入居できるか

現在のところ予定している入居の時期は、5月下旬ごろ。

敷金がいります

もし、入居するときには、敷金を入居前に納めなければなりません。敷

金の額は、家賃の3カ月分です。

どんな風に選考するか

入居希望者の選考は、町長が入居資格や住宅に困っている状態を実地に

調査して、選考委員会の意見をきいて、入居噸位を決めます。

（なおこの方法以外の方法をとる場合もあります）

！どんな住宅か

第2種住宅　木造瓦葦平屋建（1棟2戸建、β坪75）6畳。4．5畳の外

．　に、玄関。炊事場。押入。便所。倉庫。水道。物干がついています。
ｌ

公
共
（
国
や
県
、
町
）
の
施

設
敷
地
を
使
用
す
る
と
き
に

は
占
用
許
可
を
受
け
て
下
さ

ｌ′
ヽ

国
や
県
あ
る
い
は
町
の
敷
地
、
施
設
を
使

用
す
る
と
き
は
、
本
町
（
土
木
課
）
を
経

由
し
て
、
県
や
建
設
省
、
農
林
省
、
大
蔵

省
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
関
疏
官
庁
に
届
け
出

て
、
占
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。
な
お
、
許
可
を
う
け
な
い
で
使
用
し
て
い

る
と
き
の
、
処
罰
規
定
が
こ
ん
ど
強
化
さ

れ
き
び
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
こ
注
意
下

さい。
．

ｔ

．

ｔ

ｔ

．

＿

1

，

ヽ

．

′

ｔ

．

′

ヽ

一

1

．

一

ｔ

ｔ

′

1

＿

′

．

ヽ

′

．

宅
地
建
物
取
引
員
の
試
験

▽
受
験
資
格
…
…
別
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
原
則
と
し
て
現
住
所
の
都
道
府
県

で
受
験
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
試
験
科
目
…
…
宅
地
建
物
庶
引
業
法
施

行
細
則
第
八
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お

一

り
で
、
土
輿
建
物
の
権
利
の
変
動
に
関

す
る
こ
と
そ
の
他
に
つ
い
て
択
一
式
の
筆

記
試
験
．

▽
試
験
期
日
、
場
所
…
こ
去
月
二
八
日
福

岡
市
大
名
町
の
福
岡
大
学
教
養
部
。

▽
申
込
・
・
Ｈ
二
四
月
十
七
日
か
ら
二
八
日
ま

で
の
間
に
、
八
幡
土
木
事
務
所
へ
申
し
込

み
下
さ
い
。

▽
…
…
そ
の
他
テ
土
ス
ト
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
県
庁
の
建
築
管
理
課
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

‥．．、、＿、、．．　し　　一．．　．．：．・
迄ｈ豪速滋蓮如抜由益誌録袈誌料
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許可を受けているものは少ないよう

です（捕獲や飼育の許可について

は、八幡農林事務所にお問い合せ下

さい）

なお、カナリヤ、インコ、十姉妹な

どの洋烏は許可がいりませんし、狩

猟免1犬により放った鳥獣や、聖和から

かえしたウゾラなども許可はいりま

せん。日本1払外の文明国では、ほと

んど野鳥の飼育を許していません。

ただカナリヤなどを人工ふ化する

か、輸入をしているだけです。

空気鋭を持っている方へ

最近はガンブームといわれています

が、空気銃をお持ちの方へ、却って

おきたいことを述べてみましょう。

まず、丙種狩猟免状を受けた人だけ

が11月1日から3月末日までの狩猟

期間中に空気銃を持って歩いたり、

細説鳥獣（スズメ、カラス、ウサ

ギ、カモ・など）を射つことができる

のです。

ｉ欠に空気銃を所持するにはヽ公筆≡

委員会から銃折持許可書正を受けて

おかなければなりません。またきめ

られた場所（大牟田市、飯塚市、八

幡市の射撃場）以夕ｔでは射てませ

ん。

鳥を射つ時は必ず丙種葉汚諷免状が

いります。これは満20才以上で5時

間以上の講習会を受けた人に交付さ

れます。また、空気銃を持って歩く

時は、危険防止のため、必ずケース

に入れるか包むかしなければなりま

せん。

ことに、中学校、高等学校の生徒を

あずかっておられる先生方や、こ家

庭では、青少年に空…京銃を措揺二世な

いようこ注意下さい。

野山に小鳥の姿を見かけ、美しい歌

声を聞く季節になりました。そこで

毎年・5月10日から一週間を「愛鳥週

間」として、小鳥をかわいがる運動

を実施しています。愛鳥避助は、小

鳥を寵の中で飼うことではなく、野

山で自然の姿を見、声を聞くことで

す。

たとえば、小鳥の巣箱を作ってや

り、安心してヒナを育てることがで

きるようにしたり、ここサになるｆ直物

を植え六二り、給水施設や給餌施設を

作っ7こりすることです。

小鳥は私たちの心を豊かにするだけ

でなく、害虫を食べて農業や林業を

印］けてくれます。ところが、最近．で

は野鳥のすむ山林や原野は少なくな

り、農薬の普及によってコ二サになる

昆虫ヌ鼓もへってきました。

ヨーロッパやアメリカなどを旅行し

た人は、公園や庭園の′八島が、安心

して人の肩にとまり、手のひらから

パン屑を食べているのを見てびっく

りするそうです。それも長い年月を

かけて小鳥をかわいがった結果です

が、わが国でも早くこのような風景

を見るようにしたいものです。

小鳥を飼うときの注意

ウグイス、メジロ、コマドリ、ヒバ

リ、コガラ、オオルリ、マヒワ、ウ

ソ、クロツグミ、その他の野鳥を放

ったり飼ったりするときは、すべて

許可がいります。

マヒワ、ウソ、ホホジロ、　ヒバ

リ、メジロ、ヤマガラの七種類をと

るときは和事の許可を、その他の野

鳥は農林大臣の許可を必要としま

す。また、振った鳥を飼うときは芳口

事が飼育許可をします。現在、多く

の小鳥が飼われていますが、正式に

肥

料

を

買

う

と

き

　

は

保
証
票
が
つ
い
て
い
る
の
を

欝
酢
別
田
と
種
痘
・
の
予
防
接
種

春
肥
の
出
回
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

肥
料
は
、
農
産
物
を
生
産
す
る
の
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、
こ
の
良
否
は

農
家
経
済
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ほ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
農
家
の
万
が
品
質
の
良
い

肥
料
を
買
心
し
て
写
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
肥
料
蚊
締
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て

粗
悪
肥
料
が
出
回
る
の
詰
り
締
っ
て
お

り
ま
す
。

肥
料
は
つ
く
り
さ
え
す
れ
ば
自
由
に
売
っ

て
よ
い
と
い
う
も
の
で
な
く
、
県
ま
た
は

図
に
登
録
を
し
て
、
保
証
票
と
い
う
も
の

を
つ
け
な
け
れ
ば
無
償
で
も
譲
り
渡
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
保
証
票
に
は
、
肥
料
の
名
前
や
、
ど

ん
な
成
分
を
い
く
ら
含
ん
で
い
る
か
ま

た
、
正
味
何
㌔
㌘
入
っ
て
い
る
か
、
生
産

者
の
住
所
氏
名
、
生
産
し
た
年
月
等
が
書

分
析
に
よ
ら
な
け
れ
ば
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
県
や
国
で
は
肥
料
醸

査
関
係
者
が
随
時
肥
料
工
場
や
販
売
業
著

の
倉
庫
を
険
査
し
、
在
庫
肥
料
に
つ
い
て

重
量
痍
査
や
分
析
険
査
を
行
っ
て
い
ま

す
．
し
か
し
、
険
査
の
間
隙
を
縫
っ
て
粗
悪
な

肥
料
が
出
回
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

農
家
の
万
が
肥
料
を
買
わ
れ
る
場
合
に
は

保
証
票
が
つ
い
て
い
る
か
、
ま
た
、
正
味

重
量
が
入
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
て
か
ら

写
つ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
も
し
、
量
目

が
不
足
し
て
い
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
買
っ

た
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
反
り
撃
見
て
も

ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
肥
料

に
つ
い
て
不
等
な
点
が
あ
れ
ば
農
業
改
良

普
及
所
か
、
県
普
及
教
育
室
あ
て
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

い
て
あ
り
ま
す
。

．
、
や
申
．
＃

肥
料
の
成
分
や
有
害
物
の
量
等
は
、
化
学

ラ
ジ
オ
農
業

学
校
の
開
設

福
岡
県
で
は
、
四
月
か
ら
毎
週
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
、
墾
ハ
時
半
か
ら
十
五
分
間
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
放
送
で
福
岡
県
ラ
ジ
オ
農
業

学
校
を
開
ら
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
青
少
年

を
対
象
に
、
こ
れ
か
ら
の
進
ん
だ
農
業
を

充
分
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
農
業
経
営
や
、
各
種
作
物
の
栽
培
技

術
、
農
家
生
活
の
や
り
方
な
ど
の
指
導
を

と
お
し
て
、
新
し
い
農
業
者
と
し
て
の
考

え
方
を
育
て
て
い
く
た
め
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。

こ
の
学
校
の
農
業
教
育
の
方
法
は
ラ
ジ
オ

に
よ
る
定
期
放
送
と
市
町
村
で
行
な
う
一

カ
月
一
回
の
現
他
集
合
研
修
、
お
よ
び
農

林
事
務
所
で
年
二
回
行
な
う
他
方
雄
合
研

修
の
三
種
を
組
み
あ
わ
せ
て
行
な
い
ま

す
。
県
政
を
テ
レ
ビ
で

県
で
は
、
四
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
午
後

六
時
か
ら
十
五
分
間
、
Ｒ
Ｋ
至
プ
レ
ビ
で

「
郷
土
の
話
題
」
と
珪
し
て
県
政
の
あ
れ

こ
れ
や
、
市
町
村
の
話
題
な
ど
を
県
民
の

皆
様
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
の
近
く
で
、
テ
レ
ビ
に
沼

介
し
た
ら
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
「
福
岡
市
天
神
町
一
、
県
庁
広

報
室
」
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ラ
ジ
オ
は
五
月
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

保育料が4月からかわりました

保母の給料、児童の給食費や保育費等、保育所を経営していく

ため必要な運営費が引き上げられたため4月1日から次のとお

り保育料かかわりました。

4月からの保育科基準表

階層別

1

区　　　　 分

基 額
3 才以上児 3 才未満児
基準噌 準芸基準噌 準算

Ａ
生活保筆法による被保護世
帯 （単給世帯も含む）

∵ Ｉ∴ 0 β

Ｂ
画 商き前年度分の市
町村民税非課税世帯 2卯 18

Ｃ
Ａ ・Ｂ階層を除き前年度分
の所得税非課税世帯

6期 305

Ｄ
Ａ ・Ｂ階層を除き前年分の
所得税課税世帯（一般世帯） ｊ，5脚 75（7

三
十
六
年
度
春
期
種
痘
と
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
咳
混
合
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
必
ら
ず
接
種
を

う
け
て
下
さ
い
。

▽
該
当
者

①
　
種
軍
・
廊
年
の
八
月
一
日
か
ら
今
年

の
ｌ
万
二
十
八
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
児

と
今
ま
で
一
回
も
し
て
い
な
い
乳
幼

児
も

⑧
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
混
合
…
昨
年

の
七
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
れ
た
乳
児
と
、
今
ま
で
一
回
も

し
な
い
乳
幼
児
（
三
回
接
種
す
る
）
。

昨
年
の
春
と
秋
に
三
回
し
た
人
は
一
回

だ
け
し
ま
す
。

▽
料
金

①
　
種
軍
＝
十
円

⑧
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
混
合
土
二
回

す
る
人
は
百
三
十
円
。
一
回
だ
け
の
人

は
四
十
円
。

▽
そ
の
他

①
　
日
程
表
は
下
の
と
お
り
で
す
。

⑧
　
日
炭
関
係
の
人
は
福
利
課
で
別
に
日

程
を
き
め
て
実
施
し
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
二
・

ポ
ス
タ
ー
、
標
畠
の
入
選
者

た
ち

【
潔
ス
タ
ー
の
部
】

入
江
康
雄
君
（
机
小
五
年
）

遠
賀
保
健
所
管
内
で
一
位
、
県
内

で
三
位
と
な
っ
て
西
日
本
新
聞
社

賞
を
受
賞

【
標
語
の
部
】

富
士
井
さ
よ
子
書
（
猪
熊
小
四
年
）

遠
賀
保
健
所
管
内
で
二
位

中
谷
清
志
君
（
下
二
小
五
年
）

遠
賀
保
健
所
管
内
で
三
位

実　　施　　日　　程　　表

（桂症は第ｊ回実施日に接種して第2回目に検診致します）

実

忙
が
し
い
で
し
ょ
う
が
ー
1
－
・

道
路
の
清
掃
と
手

入
れ
に
ご
協
力
を

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
県

下
一
斉
の
道
路
愛
護
週
間
で
す
。

町
も
道
路
の
改
良
補
修
に
は
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
と
こ
ろ

に
は
芋
が
と
ゞ
き
ま
せ
ん
。

町
で
は
二
と
百
、
二
十
三
日
に
次
の
愛

護
作
業
プ
ラ
ン
を
た
て
て
い
ま
す
。
忙
が

し
い
で
し
ょ
が
こ
協
力
を
お
顧
い
し
ま

す
。
〔
愛
護
作
業
の
内
容
〕
・
側
溝
を
さ
ら
え

て
下
さ
い
・
凹
地
に
砂
利
や
砕
石
・
粘
土

で
お
お
っ
て
下
さ
い
。
賂
面
の
雑
草
刈
り

を
し
て
下
さ
い
。

◇　　　　◇

電
車
線
に
（
鹿
児
島
本
線
）
ご
注
意
◇・　　　◇

門
司
港
～
久
留
米
間
の
鹿
児
島
本
線
電
化

工
事
も
終
わ
り
、
す
で
に
電
気
を
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
電
気
は
二
万
ボ
ル
ト
の
特

別
高
圧
で
、
一
㍍
以
内
に
近
づ
く
と
金
に

も
か
か
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

国
鉄
で
も
そ
の
災
害
防
止
に
い
ろ
い
ろ
と

対
策
を
た
て
て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
わ
た
し
た
ち
も
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

な
ど
で
こ
わ
さ
れ
る
と
、
さ
さ
え
が
な
く

な
っ
て
電
線
が
池
上
に
落
ち
放
電
し
て
大

き
な
事
故
に
な
り
ま
す
。

長
い
物
を
持
っ
て
電
線
の

下
を
通
る
と
き
に
は
ご
注

意
を

電
線
の
近
く
で
の
タ
コ
あ

げ
は
や
め
ま
し
ょ
う

つ
り
竿
や
ス
キ
ー
用
日
石
よ
う
な
長
い
物

を
持
っ
て
電
線
の
下
を
通
る
と
き
は
感
電

に
こ
任
意
下
さ
い
っ

そ
の
他
次
の
こ
と
に

電
線
の
近
く
で
タ
コ
あ
げ
を
し
て
い
る
と

糸
が
電
線
に
か
か
り
感
電
死
し
孝
耳

が
い
Ｌ
に
石
を
投
げ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

が
い
Ｌ
は
電
線
を
さ
さ
え
て
い
ま
す
が
石

▼
鉄
道
の
敷
飽
内
に
あ
る
電
気
設
備
の
附

丘
に
迄
か
よ
ら
な
い
よ
う
に
。

▼
踏
切
な
ど
の
電
線
の
高
さ
は
五
㍍
で
、

高
さ
四
・
五
㍍
以
上
の
も
の
は
連
れ
ま
せ

ん
。
ト
ラ
ッ
ク
、
荷
馬
車
な
ど
は
特
に
こ

注
意
を
。

◇
フ
ト
ン
を
干
そ
う

フ
ト
ン
を
干
す
の
は
一
週
間
に
二
回
ぐ
ら

い
が
適
当
で
す
。
気
温
が
轟
く
添
度
の
低

い
時
間
を
み
は
か
ら
っ
て
、
午
前
十
時
こ

ろ
か
ら
午
後
二
時
こ
ろ
ま
で
、
三
、
四
時

間
干
す
こ
と
で
す
毒
し
万
は
、
サ
オ
や

え
ん
が
わ
の
手
す
り
に
か
け
る
か
、
日
射

の
弱
い
目
は
屋
根
の
よ
う
に
斜
め
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
フ
ト
ン
を
な
ら
べ
て

太
陽
に
向
っ
て
直
角
に
干
す
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

春
の
直
射
日
光
の
も
と
で
、
肺
炎
園
一
時

間
、
ジ
フ
テ
リ
ア
撃
蕗
閲
、
日
日
ゼ
キ

撃
蒔
間
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
革
宇
分

ぐ
ら
い
で
死
に
ま
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
に
な
る
と
、
フ
ト
ン
な

ど
し
め
り
気
が
き
て
バ
イ
園
の
泥
床
と
な

り
ま
す
ま
す
の
で
、
晴
れ
た
日
に
は
で
き

る
だ
け
、
日
に
あ
て
る
よ
う
に
つ
と
め
ま

し
ょ
う
。

◇
便
秘
の
予
防
策

便
通
は
短
日
あ
る
の
が
正
常
で
、
便
秘
す

る
と
気
分
が
悪
い
ば
か
り
で
な
く
、
皮
ふ

病
や
高
血
圧
の
膜
因
と
も
な
り
、
ま
た
老

衰
を
早
や
め
ま
す
。
こ
れ
は
消
化
し
き
れ

な
い
も
の
が
腸
内
で
発
酵
し
て
有
毒
ガ
ス

と
な
り
体
内
を
ま
わ
る
か
ら
で
す
。

便
秘
の
予
防
と
し
て
は
、
朝
起
き
た
ら
す

ぐ
コ
ッ
プ
一
は
い
の
冷
水
か
牛
乳
を
の
む

の
が
一
番
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ひ

ど
い
の
は
薬
に
た
よ
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
習
慣
に
な
り
や
す
い
の
で
こ
注

意を。
◇
し
い
た
げ
を

う
ま
く
た
ペ
る
コ
ツ

生
し
い
た
げ
が
妄
く
田
ま
わ
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
肉
も
あ
っ
て
、
香
り
も
よ
く

こ
れ
か
ら
が
使
い
ど
き
。
干
し
た
も
の
は

ダ
シ
も
よ
く
出
る
が
、
生
の
も
の
は
、
む

し
ろ
香
り
を
賞
味
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
料
理
に
よ
っ
て
使
い
わ
け
ま
す
。

カ
サ
の
上
を
軽
く
た
た
い
て
、
ヒ
ダ
の
中

の
ゴ
ミ
を
お
と
し
、
水
を
ふ
く
ま
せ
な
い

よ
う
に
サ
ッ
と
洗
う
の
が
反
り
扱
い
の
コ

ツ
で
、
香
り
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
は
、

焼
く
か
、
い
た
め
る
か
油
で
揚
げ
る
な
ど

で
、
こ
こ
の
場
合
も
サ
ッ
と
火
を
と
お
す

こと。


